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研究成果の概要（和文）：今日、高度情報通信化や超都市化現象等によって子どもの生活環境は著しく変化し、
子どもの育つ環境の見直しと新たな支援環境の創出が緊要となっている。そこで本研究では、教育と健康の密接
な関連に注目し、学校における学習や教育経験を通して子どもの健康と教育の結果を高める学校全体のアプロー
チとして近年EU諸国等で積極的に展開されてきた「学校におけるヘルスプロモーション」（学校基盤の包括的健
康教育）について、カリキュラムの見地からその教育政策と実施状況及び実験的実践例を明らかにするため、EU
諸国等の6ヵ国に関する学校基盤の包括的健康教育カリキュラムの構造と実践に関する比較検討を行った。

研究成果の概要（英文）：With the development of high-speed information communications technology and
 high levels of urbanization, the living environment in which children grow up today has changed 
dramatically compared to even three decades ago. Given this situation, there is an urgent need to 
create new support structures for children and young people. This study focused on education and 
health, and sought to understand how schools in Europe and Canada are implementing a ‘whole school 
approach’ to health promotion. We carried out field work in six countries in schools representing 
three linguistic cultural heritages: French, English and German. We investigated how school-based 
health education and health promotion is framed in policy in each country, and how it is delivered 
in schools through formal curriculum and a settings approach. We were able to map out the 
differences and similarities in approaches as well as identify on-going challenges. 

研究分野： 教育学
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１．研究開始当初の背景 
高度情報通信化や超都市化現象などの進

展によって現代の子どもの生活環境は一変
した。医療や科学技術の進歩等による乳幼児
死亡率の激減や高い教育水準の実現の一方、
子どもを取り巻く状況は問題が多い。近年、
ネットいじめなどの様々なハラスメントの
深刻さや子どもの自殺などは世界共通の現
象である。子どもの育つ環境は大きな転換点
にあり、従来とは異なる次元から子どもの環
境を見直し、新たな支援環境を創出すること
が急務となっている。 
この転換点にあって、1986 年のオタワ憲章

で示されたヘルスプロモーションの理念は、
学校教育の場においても重要性を増してい
る。学校におけるヘルスプロモーションは、
健康教育よりも広い概念をもつ総合的包括
的取組である。つまり「学校における学習や
教育経験を通して子どもの健康と教育の結
果を高める学校全体のアプローチ」を指す。
このアプローチが教育面でも健康面でもよ
い成果をもたらすという報告は世界的に多
数あり、健康は学習意欲と学力の向上をもた
らし、学校に通っている子どもはより良好な
健康に恵まれる機会が得られることが明ら
かにされている。すなわち、教育と健康は密
接に関連し、学校における積極的なヘルスプ
ロモーションは教育面と健康面の両方を向
上させる（たとえば、イギリス政府の政策：
The Healthy Child Programme，2009 年）。こ
のための投資は費用対効果の点から正当化
されている（WHO）。しかも健康問題は子ども
の社会的文化的背景と関連し、貧困問題（社
会的格差）と重なった、健康格差問題として
現れる。そこで、子どもたちが人生の初期を
送る学校での教育（生涯を見通した教育の初
期教育）が、生涯を見通した健康のために、
様々な困難や障害への予防（safeguarding）、
すなわち、健康的で、安全・非暴力的な（い
じめ等のハラスメントや体罰等がない）学校
環境づくりの役割を発揮すると期待される。
こうして教育の領域と健康の領域の双方が
密接に連携して、子どもの健康・幸福
（well-being）を実現する新たな学校教育の
あり方が模索され、新しい学校像の更新（イ
ノベーション）が恒常的に進行している。つ
まり、健康増進に努める学校は「楽しく幸せ
な学校」を追求するようになったと言っても
よい。 
 

２．研究の目的 
教育と健康は密接に関連する。EU 諸国等で

は、近年、学校における学習や教育経験を通
して子どもの健康と教育の結果を高める学
校全体のアプローチ、「学校におけるヘルス
プロモーション」を積極的に展開するように
なった。ここには、カリキュラムを「学校教
育における子どもの経験の総体」と広義にと
らえて、子どもの健康格差の減少を果たす学
校役割への期待がある。 

本研究は、この観点からフランス・イギリ
ス・ドイツ等の EU 諸国とヘルスプロモーシ
ョンの先進国であるカナダ・スイスについて
学校基盤の包括的健康教育の動向を探るこ
とを目的とする。そのため、①国レベル・州
などの地方レベルの学校カリキュラムの方
針、②学校レベルの先導的・実験的な実践、
③とくに学校を基盤とした地域と協働する
取組・プログラム開発などの実態を明らかに
する。また、④優れた実践例の収集・分析を
行い、子どもの健康・幸福を実現する新しい
学校像を探る。 
 

３．研究の方法 
1990 年代以来、上述のヘルスプロモーショ

ンの理念を標榜する包括的健康教育のアプ
ローチを指向し、これを積極的に展開してき
た、フランス、イギリスを中心とした EU 諸
国等の具体的な政策と先進的な事例の検討
を通して、21世紀の学校教育の新しい展開と
課題を明らかにすることが可能だと考えた。
そこで、この学校実践と政策レベルとの連携
に注目し、学校基盤のカリキュラム開発と実
践を調査することとした。具体的な取組は以
下のように構想した。 
a) 1990 年代以降の EU 諸国等での包括的

健康教育の取組の背景と過程を整理する。 
b) 2000 年以降の EU 諸国等の包括的 健

康教育の政策動向とその枠組（国レベル・州
などの地方レベルの学校カリキュラムの方
針）を明らかにし、カリキュラムと教育方法
の見地から各国の政策と実践の特性を析出
して類型化を試みる。この調査方法としては、
文献資料調査を基礎に、関係機関(者)への聞
き取り・観察を主とする海外フィールド調査
を実施する。 
c) 上記の海外フィールド調査及び文献

資料調査をもとにカリキュラム比較の国別
調査結果をまとめて報告書（カリキュラム比
較一覧表・解説・年表を含む）を作成する。 
d) 政策を先導した、学校やコミュニティ

レベルの実験的・先導的取組例を調査し、地
域性に照らして有効性を分析・評価する。 
e) フィールド調査及び文献調査により、

良い実践例を多数収集する。それらをカリキ
ュラム・教育方法の観点から標本化して学
校・学級等の教育環境、及び地域・親などに
与えた影響を明らかにし、その有効性の評価
を行う。 
国別調査のレベルでは、学校における健康

教育への取組の歴史や近年の政策動向を明
らかにし、実践例の調査にも取り組んだので、
上記 a)、b)、c)については、おおむね所期の
目標を達成できたと言える。結果は、最終報
告書の他、学会発表や紀要等の論文記事にて
発表した。しかし、d)の実験的・先導的実践
例の分析・評価も含め、e)の良い実践例の収
集については、興味深い実践例の調査を収集
することはできたが、「良い実践例」として
標本化し、分析・評価を行うに十分な量の事



例収集に至る調査とはなっていない。 
一方、当初の研究計画に含めていなかった

「学校におけるヘルスプロモーション」の国
際的なネットワーク形成の動きや、日本の学
校における健康教育の展開まで広げて、包括
的健康教育カリキュラムの研究を行うこと
ができたのは、今回取組の大きな成果である。
ヘルスプロモーションの理念は、WHO のオタ
ワ憲章を契機として世界的な潮流となって
広まっており、日本も含めて学校におけるヘ
ルスプロモーション推進の国際的なネット
ワークの力を見逃すことはできない。 
 

４．研究成果 
(1) 最終報告書の構成  
平成 26年度から平成 29年度までに行われ

た研究の成果は、各国調査のデータとその比
較分析結果として、最終報告書（『EU 諸国等
における学校基盤の包括的健康教育カリキ
ュラムの研究—地域と協働する学校—』、2017
年 10 月刊行）に収載した。報告書は、第 1
部で、「『学校におけるヘルスプロモーショ
ン』の世界的ネットワーク形成」と「健康教
育カリキュラムの分析と学校基盤の包括的
アプローチの実践的課題」という 2編の論文
が「学校におけるヘルスプロモーション」に
関する調査を総論的に述べる。続いて、第Ⅱ
部でその考察のもととなった「EU 諸国等にお
ける学校基盤の｢包括的健康教育｣の展開」に
関する各国論文をまとめた。最終的に検討し
た国･地域は、イギリス、フランス、ドイツ、
カナダ・オンタリオ州とカナダ・ケベック州、
オランダ、スイス・ヴォー州である。また、
第Ⅲ部に日本の問題を取りあげた。「日本の
学校教育における健康教育の展開」「日本の
学校保健と倫理〜学校におけるヘルスプロ
モーション推進についての倫理学的考察〜」
「子供の貧困等、新たなリスクと学校を基盤
とした連携・協働〜『チームとしての学校』
の射程〜」「日本の学校保健の開発途上国に
おける展開〜途上国での学校保健の普及に
おける日本の支援の功績と今後の可能性〜」
の 4本である。 
(2) 成果と課題 
本研究を構想するにあたって、想定された

意義は、次の 2点であった。 
① 近代学校教育制度では、学校における

保健活動に公衆衛生上の重要な位置付けを
与えてきたが、それは教育とは区別された活
動であった。しかし、今日の学校における「教
育」と「健康」の新たな全体的アプローチは、
この二つの領域を統合する学校教育の新展
開である。それをカリキュラムと教育方法の
次元で国際比較する本研究の意図は、研究と
しても教育領域と健康領域を統合的にとら
える視点が新しい。 
② 今日、子どもたちの心身の健康問題は

世界共通である。グローバル化の下､多様な
価値観の混在を前に学校教育のイノベーシ
ョンは急務であり、その学問的・実践的資源

としての活用が期待される。EU 諸国等の多
様な良い実践例を収集し具体的に検討する
ことを通して、その健康格差を内在する「隠
れたカリキュラム」を可視化することによっ
て客観的な認知と行動変容を促す介在的方
法（mediation）としての具体的手法と、そ
の教育効果を解明することが期待される。 
本研究の結果をこの2点に照らしてみると

次のように結論づけることができる。 
まず①についてであるが、「学校における

ヘルスプロモーション」という理念は、世界
的に、今日の学校における「教育」と「健康」
の二つの領域を統合する新たな全体的アプ
ローチという学校教育の新展開となってい
ることを確認することができた。たとえば、
最終報告書所収の青木論文が明らかにして
いるように、ヘルシー・セッティングのアプ
ローチをとる世界的ネットワークの形成が
1980 年代に端を発し、今日の大きなうねりを
作り出している。それは、各国の調査結果に
おいても検証された。また、各国のカリキュ
ラム比較を総括的に論じた吉田論文は、「子
どもたちだけではなく成人をも対象とする
健康教育あるいは健康施策は学校を基盤と
しつつも、学校での取り組みのみには限定さ
れない」という側面に言及し、包括的アプロ
ーチには国・地域による違いがあることを明
らかにした。 
つぎに②についてであるが、具体的に教育

政策と教育実践に資する資源を解明する目
的は、カリキュラム比較という形で一定の成
果を上げることができたと言えよう。研究開
始時には、1）国のカリキュラムの基準・実
施方針、2）環境整備(体制、人的・物的資源)、
3）指導者養成･研修、4）学校保健委員会の
設置などの地域との連携、5）親との関係や
親教育、という観点から分析するとしていた
が、調査の進展により、カリキュラム比較の
分析枠組みが再考され、1）教育課程上の位
置づけ、2）「健康教育」の分野・領域、3）「健
康教育」における教科横断性、4）「健康教育」
に関わる学校内スタッフ、5）学校外の関係
機関・地域との協働という五つの視点に収斂
された。各国の報告はこの視点を軸に整理さ
れた。 
そして、「五つの視点からみた七ヵ国の健

康教育カリキュラムの比較分析表」が作成さ
れ、1）「教科」中心アプローチ、2）「テーマ
型―領域横断型」アプローチ、3）「コンピテ
ンシー」志向アプローチ、4）「学校中心」ア
プローチ、5）「地域連携」アプローチ、6）「子
ども」中心アプローチという「六つのアプロ
ーチのマトリックス分析表」によって整理さ
れた。こうして各国の政策の特質がある程度
明確にされたことは、本研究の成果である。 
また、世界的な共通課題である、子どもの

貧困問題に内在している健康格差に向き合
う各国の政策や実践は、それぞれの国の記述
に示されている。そこでは、その政策が、研
究対象とした国・地域では、子どもの学業成



功とウェルビーイングの実現という同じ潮
流にあることも確認された。 
今後の課題については、最終報告書所収の

吉田論文が明快に論じている。本論文が健康
教育カリキュラムの構想について、「重要な
ことは、学校内外のスタッフ・機関の協働の
もとでどのような包括的なアプローチを描
くことができるかである」と指摘しているよ
うに、「学校におけるヘルスプロモーション」
は、ヘルシー・セッティングという概念に基
づいて、学校という場や子ども期・青年期の
みに閉じ込めることのないカリキュラム構
想の模索を導くことになろう。本研究で作成
した「六つのアプローチのマトリックス分析
表」の結果は、さらに一歩踏み込んで学校と
地域が連携・協働するカリキュラムのあり方
を検討する必要性を含意するものであった。
すなわち、学校と地域が対等につながり、し
かも主役は子どもだけではなく、そこに関わ
るすべての存在、大人も含まれるのではない
か、そうなれば「学校におけるヘルスプロモ
ーション」は空間的にも時間的にも新たなカ
リキュラム概念を導くことになるだろうと
述べている。 
この点について、2016－17 年度にフランス

で導入されたばかりの「健康の学習道筋
（PES）」という施策が新たな方向性を示唆し
ており、注目すべきものである。これは、カ
リキュラムの構造に個人別の視点を組み込
み、各個人の学びがどのように構築されるの
かを可視化する、個別・時系列的次元を導入
するものである。今後、このような新たな展
望を見通し、追究していくことが求められよ
う。 
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